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第
１
次
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

後
期
基
本
計
画
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、

公
益
社
団
法
人
と
し
て
公
益
目
的
事
業

を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
２

０
１
８
年
度
（
平
成
30
年
度
）
か
ら
向

こ
う
５
箇
年
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

◎ 

計
画
の
基
本
視
点 

① 
 

会
員
の
増
強 

② 
 

受
注
の
拡
大 

③ 
 

組
織
体
制
の
充
実 

④ 
 

安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底 

⑤ 
 

財
政
基
盤
の
確
立 

⑥ 
 

連
携
・
交
流
活
動
の
推
進 

特
に
「
連
携
・
交
流
活
動
の
推
進
」
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
５
つ
の
基
本
視
点
の

強
化
を
視
野
に
、
公
益
認
定
基
準
の
継
続

性
や
厚
木
市
総
合
計
画
等
と
の
整
合
性

を
図
る
た
め
、
新
た
に
加
え
ま
し
た
。 

今
後
も
、
国
、
県
及
び
厚
木
市
か
ら
変

わ
ら
ぬ
支
援
を
得
る
た
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
、
本
計
画
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

  

   

会
員
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
事
業
運

営
等
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                  

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

高
齢
者
の
意
欲
と
能
力
の
活
用
に
よ
り
、

地
域
力
の
強
化
と
安
定
的
な
地
域
社
会

や
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
な
ど
、「
生

涯
現
役
社
会
」
の
実
現
に
大
い
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
20
年
３
月

に
定
め
た
「
中
・
長
期
基
本
計
画
」
の

後
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
平

成
29
年
度
に
、
過
去
５
箇
年
の
実
施
状

況
を
踏
ま
え
、
新
た
に
２
０
１
８
年
度

（
平
成
30
年
度
）
か
ら
向
こ
う
５
箇
年

の
「
第
１
次
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、「
自
主
・
自

立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
下
、

「
会
員
の
増
強
」
等
計
画
の
６
つ
の
基

本
視
点
を
中
心
に
、
会
員
、
役
職
員
等

が
一
体
と
な
っ
た
効
果
的
な
組
織
活
動

を
展
開
し
、
計
画
目
標
の
実
現
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
社
会

か
ら
信
頼
さ
れ
る
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
社
会
的
意
義

を
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
公
益

目
的
事
業
を
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

 １ 

計
画
の
視
点 

 
 

上
記
基
本
計
画
の
６
項
目
の
基
本

視
点
に
基
づ
き
、
各
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。 

 

２ 

事
業
計
画
目
標 

① 

会
員
数 

 
１
１
０
０
人 

② 

契
約
金
額 
４
億
５
０
０
０
万
円 

 

         

平
成
30
年
度
の
経
常
収
益
予
算
額
は

５
億
９
１
７
万
２
千
円
で
、
主
な
内
訳

は
受
託
事
業
収
益
４
億
１
９
５
５
万
８

千
円
、
受
取
補
助
金
等
５
５
４
５
万
８

千
円
、
受
取
会
費
３
３
０
万
８
千
円
と

な
り
、
経
常
費
用
は
、
事
業
費
５
億
１

６
万
５
千
円
、
管
理
費
９
０
０
万
７
千

円
と
な
り
ま
す
。 

   

平
成
30
年
度 

定
時
総
会
開
催 

６
月
１
日
、
平
成
30
年
度
定
時
総
会

は
、
小
林
市
長
、
難
波
市
議
会
議
長
、

小
松
老
連
会
長
、
野
元
福
祉
部
長
を
迎

え
、
会
員
８
９
９
名
（
委
任
状
含
む
）

の
出
席
の
な
か
、
厚
木
市
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
５
件
の
報
告
が
な

さ
れ
た
あ
と
、
議
案
４
件
を
審
議
し
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

事
業
計
画
・収
支
予
算 

第
１
次
基
本
計
画
の
策
定 

参
画
し
よ
う 
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
高

齢
者
の
意
欲
と
能
力
の
活
用
に
よ
り
、「
出

番
」
と
「
居
場
所
」
の
創
出
を
と
お
し
て

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、「
生
涯

現
役
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
平
成
25
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
中
・
長
期
基
本
計

画
の
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
諸
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

 

平
成
29
年
度
の
事
業
実
績
と
し
て
は
、

主
に
公
共
団
体
や
民
間
事
業
所
等
か
ら

の
受
注
増
を
反
映
し
、
契
約
金
額
が
平

成
23
年
度
以
来
、
６
年
ぶ
り
に
４
億
円

に
到
達
し
過
去
最
高
の
数
値
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
と
も
に
、
会
員
数
が

２
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。 

全
国
的
に
は
近
年
、
事
業
実
績
の
伸

び
が
低
迷
し
て
い
る
中
、
当
セ
ン
タ
ー

が
こ
の
様
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
は
、
市
民
の
方
々
か
ら
信

頼
さ
れ
、
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る

た
め
、
会
員
、
役
職
員
等
が
一
体
と
な

っ
て
効
果
的
な
普
及
啓
発
活
動
に
よ
り
、

就
業
機
会
の
確
保
及
び
職
域
の
拡
大
に

努
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
平
成

25
年
３
月
に
定
め
た

「
中
・
長
期
基
本
計
画
」
の
後
期
実
施

計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
29
年
度

に
、
過
去
５
箇
年
の
事
業
進
捗
状
況
の

評
価
、
検
証
を
行
い
、
新
た
に
向
こ
う

５
箇
年
の
「
第
１
次
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。 

 

     

        

    

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に

16
名
の
理
事
と
２
名
の
監
事
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。 

退
任
役
員(

敬
称
略)

 

２
０
１
８
年
６
月
１
日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
た
方
々
。 

前
副
理
事
長 

荻 

山 

清 

治 

前
理
事 

 
 

田 

中 

宏 

之 

小 

松 

紀
久
男 

宮 

路 

征 

夫 

前
監
事 

 
 

川 

越 

美
智
子 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

     

定
時
総
会
終
結
後
の
理
事
会
に
お
い

て
、
新
た
な
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び

常
務
理
事
が
決
定
し
ま
し
た
。 

                   
 

役
員
一
同
、
一
致
団
結
し
て
事
業
の
発

展
・
拡
充
に
、
先
頭
に
立
っ
て
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

任
期
は
２
０
１
８
年
６
月
1
日
か
ら
２
０

２
０
年
度
定
時
総
会
ま
で
で
す
。 

 

（
敬
称
略
） 

理 

事 

長 
 

 

志 

村 

利 

夫 

副
理
事
長 

 
 

宇
喜
田 

英 

郎 

常
務
理
事 

 
  

石 

井 
 

勝 

理 
 

事 
 

 
 

石 

塚 

俊 

二 

石 

井 

勝 

巳 

三 

堀 

友 

康 

草 

栁 

英 

雄 

田 

中 

行 

衛 

望 

木 

文 

夫 

関 

屋 
 

猛 

清 

水 

節 

男 

長 

尾 

久
美
子 

山 

本 

博 

通 

拝 

郷 

芳 

樹 

吉 

田 

昭 

二 

多 

田 

奈
み
江 

監 
 

事 
 

  

落 
 

合 
 
 
 

昇 

 
 

 
 

山 

下 

た
ね
子 

   

新
役
員
紹
介 

 
 

役 

員 

選 

任 
 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

事
業
報
告
・収
支
決
算 

事
業
報
告
・
収
支
決
算 

１２１件

 △ ３人

項目　     年度 平成２９年度 平成２８年度 増 減 前年度比

契 約 金 額 ４１３，６５４千円 ３９７，９７１千円 １５，６８３千円 ３．９％

受 託 件 数 ４，６７２件 ４，７９３件 △ ２．５％ △

会 員 数 １，０７１人 １，０４７人   　　　２４人 ２．３％

入 会 率 １．５８％ １．５６％  　  ０．０２ポイント －

就 業 実 人 員 ９６３人 ９６６人 △ ０．３％

就 業 率 ８９．９１％ ９２．２６％  △ ２．３５ポイント －

就 業 延 人 員 ８８，７７０人日 ８８，３６９人日 ４０１人日 ０．５％

平成２９年度事業報告
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地
域
班
会
議
は
セ
ン
タ
ー
の
「
地
域

班
設
置
要
綱
」
に
基
づ
き
年
２
回
（
６

月
・
２
月
）
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

毎
回
、
新
入
会
員
の
紹
介
や
最
新
の

受
注
情
報
共
有
な
ど
地
域
に
密
着
し

た
情
報
交
換
の
場
と
し
て
機
能
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
会
員
全
員
が
顔
を
合

わ
せ
る
貴
重
な
地
域
班
会
議
を
皆
で

活
用
、
充
実
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

今
年
２
月
の
出
席
率
は
45
％
で
し

た
。 

                

会
議
の
案
件
（
２
月
） 

① 

受
注
情
報
の
提
供
に
つ
い
て 

② 

会
員
の
増
強
に
つ
い
て 

③ 

第
１
次
基
本
計
画
の
概
要 

④ 

地
域
班
長
の
選
出 

等 

                         

笹生 守 

厚木北 

長谷川敬一 

厚木南 

中村徳夫 

睦合北 

関屋 猛 

愛甲 

真板 肇 

小鮎 

※ 

荻野南 

長尾 登 

睦合南 

阿部立政 

依知北 

飯塚憲治 

南毛利 

山本博通 

荻野東 

浪花芳法 

睦合西 

廣田全一 

相川 

高橋秀夫 

依知南 

瀬戸正健 

森の里 

望木文夫 

管理 

佐藤喜造 

植木 

清水節男 

公民館管理 

長尾久美子 

家事援助 

宇喜田英郎 

駐車場管理 

任
期
：
２
０
１
８
年
4
月
1
日 

～
２
０
２
０
年
3
月
31
日 三橋保一 

玉川 

曽根 章 

荻野北 

菅枝 稔 

緑ヶ丘 

鎌田正弘 

除草 

宮路征夫 

襖 
 

任期 

2018 年 6 月 1 日 

～2020 年度定時総会 

 

地 

域 

の 

輪 
地
域
班
会
議 

依知北 

依知南 

 

未 定 

※
荻
野
南
地
域
班
長
の
辞
任
に
よ
り
６
月
20
日
に 

後
任
者
が
決
ま
り
ま
す
。 

 地   域  日           時 場         所

睦 合 北 ６月２９日（金）１３時３０分  睦合北公民館１階大会議室

※　地域班会議が同日開催の場合、健康管理講習会を班会議開始前に行う地域班

 （荻野東、荻野南、緑ヶ丘、荻野北、睦合南、睦合西、依知南、依知北）

第
１
回
地
域
班
会
議
が
左
記
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
域
班
長
か
ら
の
開
催
通
知
に
対
し
、

出
欠
席
を
必
ず
回
答
し
ま
し
ょ

う
。

平成３０年度第１回地域班会議・健康管理講習会日程表

愛 甲 ６月２８日（木）１３時３０分  愛甲公民館１階集会室

依 知 北 ６月２９日（金）１３時３０分  依知北公民館１階集会室１・２

厚 木 南 ６月２７日（水）１０時００分  厚木南公民館２階集会室

依 知 南 ６月２８日（木）１３時３０分  依知南公民館２階集会室

睦 合 西 ６月２６日（火）１３時３０分  睦合西公民館２階集会室

相 川 ６月２６日（火）１３時３０分  相川公民館１階集会室

睦 合 南 ６月２５日（月）１３時３０分  睦合南公民館２階集会室

森 の 里 ６月２５日（月）１３時３０分  森の里３丁目自治会館集会室

荻 野 北 ６月２２日（金）１３時３０分  上荻野分館１階集会室

小 鮎 ６月２２日（金）１３時３０分  小鮎公民館２階集会室

厚 木 北 ６月２１日（木）１３時３０分  厚木北公民館２階集会室

緑 ヶ 丘 ６月２１日（木）１３時３０分  緑ヶ丘公民館２階学習室

玉 川 ６月２０日（水）１０時００分  玉川公民館１階会議室

荻 野 南 ６月２０日（水）１３時３０分  荻野公民館２階集会室

荻 野 東 ６月１９日（火）１３時３０分  荻野公民館２階集会室

南 毛 利 ６月１９日（火）１３時３０分  南毛利公民館１階集会室
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私
は
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
14

年
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま
も
っ
て
、
事
務

局
や
会
員
の
方
々
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
民
間 

の
店
舗
や
市
の
施 

設
管
理
業
務
な
ど 

を
体
験
し
て
き
ま 

し
た
が
、
接
遇
の 

決
め
手
は
「
こ
れ 

だ
」
と
断
定
で
き
る
も
の
は
な
く
、
難
し

い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
相

手
が
い
る
た
め
、
自
分
だ
け
の
価
値
観
で

は
対
処
で
き
な
い
か
ら
で
す
。 

 

お
客
さ
ま
と
の
対
応
の
様
々
な
体
験
の

中
か
ら
、
学
ん
だ
こ
と
、
心
が
け
て
き
た

こ
と
を
い
く
つ
か
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

①
先
ず
自
分
自
身
が
謙
虚
に
な
り
、
お
客

さ
ま
を
敬
う
心
づ
か
い
を
す
る
。 

②
初
対
面
の
方
に
は
、
自
分
か
ら
積
極
的

に
自
己
紹
介
を
す
る
な
ど
、
お
客
さ
ま

に
好
印
象
を
持
た
れ
る
よ
う
に
す
る
。 

③
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
「
今
日
は

良
い
天
気
で
す
ね
。
」
な
ど
と
、
お
客
さ

ま
の
心
を
和
ま
せ
る
日
常
的
な
あ
い
さ 

つ
も
大
切
で
あ
る
。 

④
普
段
お
会
い
し
て
い
る
お
客
さ
ま
に
は
、

趣
味
の
話
し
を
す
る
こ
と
も
、
相
手
の

心
を
和
ま
せ
る
一
手
段
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
心
づ
か
い
や
姿
勢
が
、
お

客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
に
繋
が
っ
て
行
く

も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
「
主
役
は
お

客
さ
ま
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
胆
に
銘
じ

て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

  
 

発
足
し
て
ま
も
な
く
一
年
に
な
る
会

の
活
動
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

             

そ
の
日
は
、
「
昴
カ
ラ
オ
ケ
学
院
」

院
長
の
飛
田
先
生
を
お
招
き
し
、
二
回

目
の
指
導
を
受
け
る
日
で
し
た
。 

参
加
者
は
初
参
加
を
含
め
て
13
名
。 

呼
吸
法
、
声
の
出
し
方
、
抑
揚
の
つ
け

方
な
ど
本
格
的
な
講
座
で
す
。
先
生
の

指
示
で
皆
が
発
声
す
る
と
、｢

皆
さ
ん
と

て
も
上
手
で
す
」
と
お
褒
め
の
言
葉
が
。

そ
し
て
課
題
曲
を
繰
り
返
し
練
習
。 

歌
う
度
に
声
が
伸
び
や
か
に
な
っ
て

き
ま
す
。 

 

｢

ふ
だ
ん
は
出
さ
な
い
大
き
な
声
を

出
す
こ
と
は
、
身
体
に
も
心
に
も
良
い

こ
と｣

と
長
尾
会
長
は
話
し
ま
す
。 

飛
田
先
生
の
全
身
全
霊
の
ご
指
導
と

皆
の
美
し
い
歌
声
に
、
つ
い
長
居
し
て

し
ま
っ
た
取
材
で
し
た
。 

 

皆
さ
ん
、
是
非
「
さ
つ
き
趣
味
の
会
」

の
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
。 

    

雲
ひ
と
つ
な
い
天
気
に
恵
ま
れ
た

「
11
月
16
日
」
、
睦
合
北
地
域
班
独
自

活
動
と
し
て
日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
前
回
は
箱
根
で
の
一
泊

懇
親
会
で
し
た
が
、
役
員
会
議
や
班
会

議
の
意
見
を
も
と
に
平
成
29
年
は
、
静

岡
県
の
清
水
方
面
に
な
り
ま
し
た
。 

 

会
員
お
よ
び
地
域
の
方
、
女
性
４
名

男
性
13
名
で
「
清
水
次
郎
長
の
生
家
」

や
「
清
水
一
家
の
墓
地
」
、
そ
し
て
明
治

の
初
期
に
次
郎
長
が
開
業
し
た
「
船
舶

記
念
館
」
を
訪
ね
歴
史
を
感
じ
て
き
ま

し
た
。 

 

ホ
テ
ル
で
は
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に
浸

か
り
、
海
の
幸
を
味
わ
い
、
お
土
産
散

策
。
そ
し
て
バ
ス
の
中
で
は
安
全
運
転

の
こ
と
や
シ
ル
バ
ー
の
話
題
な
ど
、
賑

や
か
な
懇
談
で
楽
し
く
充
実
し
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

                  

地
域
班
活
動
報
告 

睦
合
北
地
域
班 

 

女
子
の
会 

 
「
さ
つ
き
趣
味
の
会
」
便
り 

玉
川
地
区 

安
西
可
雄 

 

 
接
遇
を
考
え
る(

第
５
回) 

 

 
「
主
役
は
お
客
さ
ま
」 
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4
月
か
ら
新
た
に
市

か
ら
委
託
さ
れ
た
「
本
厚

木
駅
北
口
自
転
車
等
駐

車
場
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

厚
木
市
は
、
本
厚
木
駅
及
び
愛
甲
石

田
駅
周
辺
に
有
料
自
転
車
・
バ
イ
ク
駐

車
場
を
数
多
く
設
置
し
、
利
用
者
へ
の

利
便
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

多
く
は
、
民
間
企
業
に
業
務
を
委
託
・

運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
業
務
開
拓
委
員
会
の
努

力
が
実
り
、
厚
木
市
か
ら
、
す
べ
て
の

駐
車
場
管
理
業
務
を
平
成
30
年
４
月
か

ら
受
託
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。 

そ
の
内
訳
は
、
本
厚
木
駅
周
辺
４
箇

所
、
愛
甲
石
田
駅
周
辺
3
箇
所
で
、
従

来
か
ら
業
務
委
託
さ
れ
て
い
る
中
町
一

丁
目
駐
車
場
を
合
わ
せ
る
と
就
業
人
員

は
、
約
80
名
の
規
模
と
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
新
た
に
業
務
委
託

に
成
功
し
た
本
厚
木
駅
北
口
駐
車
場
を

訪
問
し
、
午
前
・
午
後
の
勤
務
交
代
時

間
に
あ
わ
せ
、
長
谷
部
リ
ー
ダ
ー
を
は

じ
め
６
名
の
方
々
か
ら
、
業
務
内
容
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

北
口
駐
車
場
は
、
駅
北
口
の
労
働
基

準
監
督
署
に
近
い
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

に
位
置
し
、
地
上
３
階
、
地
下
1
階
の

規
模
を
有
し
、
ス
ロ
ー
プ
を
使
い
自
転

車
は
１
～
３
階
に
、
バ
イ
ク
は
地
下
１

階
に
駐
車
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

場
内
は
清
潔
で
整
然
と
し
、
風
雨
や

直
射
日
光
に
も
影
響
さ
れ
ず
、
本
厚
木

駅
ま
で
徒
歩
１
分
と
、
電
車
や
バ
ス
の

ア
ク
セ
ス
は
申
し
分
な
く
、
ま
た
、
夜

遅
く
て
も
安
全
に
利
用
で
き
る
た
め
人

気
が
高
く
、
収
容
能
力
は
自
転
車
・
バ

イ
ク
合
わ
せ
て
お
よ
そ
１
２
０
０
台
も

あ
り
ま
す
が
、
利
用
予
約
者
は
数
か
月

待
ち
の
状
態
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。 

長
谷
部
リ
ー
ダ
ー
か
ら
職
場
の
苦
労

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
４
月
か
ら
新
た

な
運
営
体
制
と
な
り
従
事
者
の
大
半
が

入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
教
育
・
訓

練
、
料
金
体
系
の
一
部
見
直
し
に
伴
う

会
計
処
理
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
新
年
度

で
利
用
者
の
急
増
期
に
あ
た
る
こ
と
が

重
な
り
、
４
月
初
め
は
目
の
回
る
よ
う

な
忙
し
さ
で
し
た
。
そ
れ
も
一
段
落
し

て
徐
々
に
教
育
・
訓
練
な
ど
へ
の
時
間

が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
最
中

も
、
利
用
者
の
入
出
場
は
切
れ
目
が
な

く
、
こ
れ
に
合
わ
せ
利
用
者
と
の
声
掛

け
挨
拶
も
さ
わ
や
か
で
、
活
気
あ
ふ
れ

る
新
た
な
職
場
の
船
出
で
す
。 

 

       

安
藤
さ
ん
は｢

家
事
援
助
お
話
し
相

手
」
と
い
う
仕
事
を
週
１
回
し
て
い
ま

す
。
若
い
奥
さ
ま
の
話
相
手
と
な
り
、

ご
主
人
が
帰
宅
す
る
ま
で
の
夕
方
の
時

間
を
過
し
ま
す
。 

 

そ
の
奥
さ
ま
は
日
常
生
活
や
外
出
に

強
い
不
安
を
感
じ
、
辛
い
思
い
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
安
藤
さ
ん
が
伺
う
よ
う

に
な
っ
て
４
年
、
今
は
す
っ
か
り
よ
く

な
り
、
と
て
も
前
向
き
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
奥
さ
ま
を
心
配
し
毎
日
定
時
に

帰
宅
し
て
い
た
ご
主
人
も
、
時
に
は
退

社
後
の
飲
み
会
に
付
き
合
う
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

の
ご
主
人
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
だ
そ
う

で
す
。 

 

安
藤
さ
ん
は
ふ
た
り
を
娘
夫
婦
の
よ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
私
も

ス
マ
ホ
の
使
い
方
や
ラ
イ
ン
の
や
り
方

を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
よ
」
と
嬉
し
そ

う
で
し
た
。 

 

安
藤
さ
ん
は
他
に
も
シ
ル
バ
ー
の
仕

事
を
い
く
つ
も
受
け
持
ち
元
気
ハ
ツ
ラ

ツ
で
す
。
お
さ
げ
髪
が
可
愛
い
、
と
て

も
お
洒
落
な
方
で
し
た
。 

家事援助サービス 

シリーズ第 21 回 
 
元町にお住いの安藤美津枝 
さんから、お話を伺いました 
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この会報は地域班長・グループリーダーの協力により会員の皆さんに配付されています。 

【
編
集
後
記
】 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
活
動
の
柱
と
な
る

「
第
１
次
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

又
、
理
事
を
は
じ
め
各
分
野
で
の
班

長
の
交
替
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

定
時
総
会
関
連
の
写
真
や
記
事
か

ら
は
、
大
勢
の
仲
間
と
共
に
就
業
し
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

会
報
「
ね
ん
り
ん
」
は
、
新
会
員
へ
も

継
続
会
員
へ
も
思
い
を
は
せ
、
時
代
に

合
っ
た
興
味
の
持
て
る
話
題
を
探
り
、

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

   

○
第
１
回
理
事
会 

５
月
１
日
（
火
） 

 

審
議
事
項
「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
」
、

「
平
成
29
年
度
収
支
決
算
」
、
「
理
事
の

選
任
」
、
「
監
事
の
選
任
」
、
「
定
款
の
一

部
を
改
正
す
る
定
款
」
、
「
平
成
30
年
度

定
時
総
会
」
の
６
件
が
議
題
と
な
り
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
報
告
事
項
「
正

会
員
入
会
申
込
者
」
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。 

○
第
２
回
理
事
会 

６
月
１
日
（
金
） 

 

審
議
事
項
「
理
事
長
、
副
理
事
長
及

び
常
務
理
事
の
選
定
」
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
、
報
告
事
項
「
正
会
員
入
会
申
込

者
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

   

○
一
日
奉
仕
の
日 

実
施
日 

７
月
28
日(

土)

８
時
～
９
時 

場 

所 

厚
木
中
央
公
園 

内 

容 

公
園
除
草
・
清
掃 

      

○
第
１
回
応
急
手
当
講
習
会 

実
施
日 

９
月
13
日(

木)

13
時
30
分 

場 

所 

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー 

内 

容 

Ａ
Ｅ
Ｄ
等
に
よ
る
救
命
講
習 

 
 

募
集
人
数 

20
名
程
度 

          
 

会
費
の
納
入
期
日
は
、
「
会
費
規
程
」

で
６
月
末
ま
で
と
定
め
て
い
ま
す
。 

６
月
中
に
３
千
円
以
上
の
仕
事
を
さ

れ
た
場
合
は
、
７
月
の
配
分
金
支
払
日

に
会
費
３
千
円
を
控
除
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
納
入
期
日
後
、
未
納
の
方
に

は
督
促
を
行
い
ま
す
が
、
指
定
し
た
期

日
ま
で
に
何
の
意
思
も
示
さ
ず
、
納
入

し
な
い
場
合
は
、
退
会
の
手
続
き
を
取

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

    

   

シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て 

暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
を
し
よ
う 

・
水
分
を
こ
ま
め
に
取
ろ
う 

・
塩
分
を
ほ
ど
よ
く
取
ろ
う 

・
睡
眠
環
境
を
快
適
に
保
と
う 

・
丈
夫
な
体
を
つ
く
ろ
う 

日
々
の
生
活
の
中
で 

暑
さ
に
対
す
る
工
夫
を
し
よ
う 

・
気
温
と
湿
度
を
い
つ
も
気
に
し
よ
う 

・
室
内
を
涼
し
く
し
よ
う 

・
衣
服
を
工
夫
し
よ
う 

・
日
ざ
し
を
よ
け
よ
う 

・
冷
却
グ
ッ
ズ
を
身
に
つ
け
よ
う 

特
に
注
意
が
必
要
な
シ
ー
ン
や 

場
所
で
暑
さ
か
ら
身
を
守
ろ
う 

・
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う 

・
休
憩
を
こ
ま
め
に
取
ろ
う 

・
熱
中
症
指
数
を
気
に
し
よ
う 

         

    

会
員
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い 

 

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
や
、
地
域
班
で

の
事
業
実
施
に
伴
い
、
皆
さ
ま
へ
出
欠

の
案
内
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。 

特
に
地
域
班
長
か
ら
の
案
内
に
つ
き

ま
し
て
は
、
意
思
表
示
の
な
い
方
へ
の

確
認
等
で
、
地
域
班
役
員
へ
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

各
種
案
内
の
際
は
、
必
ず
出
欠
の
回

答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

              

理 

事 

会 

報 

告 
事

業

の

計

画 

会

費

の

納

入

に

つ
い

て 

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て 

事

務

連

絡 

会
員
数
（
平
成
30
年
５
月
31
日
現
在
） 

・
男
性
８
０
２
人 

・女
性
２
５
２
人 

合
計
１
０
５
４
人 

前回の様子 

ダミー人形を 

使って実習です。 


